
資料５ Ⅱ 評価方法について（補足）  

 

・次世代育成行動計画は、主に〔資料６－１ 北九州市次世代育成行動計画 １５の施策の評価結果〕を用いて評価をします。 

・活動の評価は、〔資料６－２ 次世代育成行動計画 主な取り組みの評価一覧〕での、取り組み毎の評価結果をもとに評価し、 

成果の評価は、取り組み毎の成果指標をもとに評価します。 

・活動の評価と成果の評価を組み合わせ、〔資料５－１ Ⅱ（３）総合評価〕の表により、各施策の総合評価を行っています。 

  

 

〔資料６－１ 北九州市次世代育成行動計画 １５の施策の評価結果（抜粋）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－２ 

・各取り組みの評価（資料６－２参照）の、施策毎の事業で、「大変順調」「順調①」の合計数の割合で判断します。 

・この場合、施策（１）の全事業（２４事業）において、全て「大変順調」「順調①」で活動評価は９５％以上のため、評価は「１」となります。 

 

・取り組み毎に設定した成果指標について、実績と基準値を比較し、評価を行います。 

・この場合、実績が 2.3 ポイント上昇しているため、評価は「２」となります。 

 

・また、施策毎の全体の評価は、各成果指標の平均値です。この場合は、平均値や約２．１とな

り、全体の評価は「２」となります。 

〔資料５－１ Ⅱ（１）活動の評価〕 

〔資料５－１ Ⅱ（２）成果の評価〕 

〔資料６－２ 次世代育成行動計画 主な取り組みの評価一覧〕 

・取り組み毎に設定した、目標の達成率により、

各事業の評価を行います。 

・この場合、達成率が９０％以上なので、評価

は、「順調①」となります。 

〔資料５－１ Ⅱ（３）総合評価〕 

この場合、活動の評価が「１」、成果の評価が「２」。

表と照らし合わせると、総合評価は「Ｂ」となります。 ④ 

② ③ 

① 


